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会議録 

会議の名称 西東京市公民館運営審議会平成23年度第2回定例会会議記録 
開催日時 平成23年5月25日（水曜日）  18時30分から20時30分まで 
開催場所 田無公民館 第二学習室 
出席者 委員：幸内悦夫、中曽根聡、渡辺文子、千葉佳子、畠山昭裕、須磨田純子、馬場真由

美、西原みどり、大島眞之、福島憲子、加藤真理、萩原建次郎 
職員：相原館長、大平主幹、川口館長補佐、寺嶋分館長、小笠原分館長、長谷部分館

長、平井分館長 
欠席者 委員：西嶋剛昭、新藤浩伸 
議題 1 正副会長の互選 

2 公民館だより編集委員の選任 
3 都公連委員部会運営委員等の選任 
4 協議事項 
（1）今後の審議の進め方について 
5 報告事項 
（1）行政報告 
（2）事業計画書・事業報告書について 
6 事務連絡及び情報交換 

会議資料の

名称 
（1）第1回定例会会議録 
（2）公民館運営審議会委員名簿（第6期） 
（3）東京都公民館連絡協議会関係議案（第6号議案～第11号議案） 
（4）平成23年東京都公民館連絡協議会事業計画（案）  
（5）東京都公民館連絡協議会規約・分担金納入規程 
（6）東京都公民館研究大会要項 
（7）東京都公民館連絡協議会総会の代議員の数を定める要綱 
（8）東京都公民館連絡協議会役員当番市一覧表 
（9）事業計画書 
1.したのや縄文キッズくらぶ（柳沢） 
2.科学の本とあそび講座 わくわく実験から理科読も身につけよう！（ひばりが丘） 
3.これからのエネルギー政策を考える（ひばりが丘） 
4.「森の講座 生態系から人の暮らしまで」（保谷駅前） 
5.保谷駅前公民館合唱発表会第3回ジョイントコンサート（保谷駅前） 
6.青少年文化講座 ピアノとお話で楽しむ「マジカル・サマー・モーツァルト」（谷

戸） 
7.身近な材料から実験をしよう（保谷駅前） 
8.夏休み親子・子ども創作講座（柳沢） 
9.こども音楽講座 親子で愉しくリトミック！（ひばりが丘） 
10.平成23年度 第6回人形劇フェスタin西東京（田無） 
11.身近な省エネ 鍋帽子づくり（谷戸） 
12.エコ講座「布ぞうり作り」（芝久保） 
13.高齢者講座「田無カレッジ」 人との出合い、人との和（田無） 
14.フードコーディネーターによる 料理＆食材レッスン 夏の食材編（田無） 
（10） 事業報告書 
1.ムービールーム柳沢（柳沢） 
2.外国人のための「生活に役立つ日本語講座」（保育あり）（柳沢） 
3.地方財政分析の学校 財政分析のマイスターをめざして（保谷駅前） 
4.女性のためのエッセイ講座「人生のひとこまを書き残しませんか」（保谷駅前） 
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5.写真を撮る・見る・読む講座 五感を使って写真とむきあう（ひばりが丘） 
6.田無公民館まつり・公民館主催事業「歌声コーナー」（田無） 
7.第23回谷戸まつりにおける公民館主催事業（1.まつり De コンサート・2.保谷囃

子保存会）（谷戸） 
（11）第1回会議録訂正願い  

記録方法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 
傍聴者 □有り（ 人） ■無し 

会議内容 
○館長： 
・第6期委員委嘱状の確認と会長選出まで、館長が司会進行 
・委員名簿順に自己紹介 
・職員の自己紹介 
 
議事 
1.正副会長の互選 
会長：大島眞之、副会長：千葉佳子 
2.公民館だより編集委員の選任 
委員：須磨田純子、馬場真由美 
（開催日時：月／第1水曜日、14時～、会場：田無公民館） 
3.都公連委員会運営委員等の選任 
委員：西原みどり 
 
（休憩） 
 
第1回定例会の記録について 
 訂正願い（前委員）について、承認 
 
4.協議事項 
（1）今後の審議の進め方について 
1.委員座席の確認 
2.記録について…要点記録とする 
3.開催日時 月/第4水曜日、18時30分から2時間程度、会場：田無公民館 
（但、11月は30日、12月は21日⇒決定） 
日程一覧表は後日送付 
5.報告事項 
（1）行政報告 
1.節電検討会議について（内容については、次回の公運審で報告できる）陶芸釜は休止（利用懇で

の説明必要）、職員は節電に極力努力をする。 
（2）事業計画書・報告書について（『・』は委員質疑・意見、『→』は職員回答） 
○したのや縄文キッズくらぶ（1ページ） 
・日程で土曜日・日曜日を分けた理由 
・公園見学だけでは意味が無い。 
  →前年同様で参加者からの希望があった、不都合は無い。 
○これからのエネルギー政策を考える（3ページ） 
・エネルギー政策は、国から出されるものである。 
  →政策は国から出されるものではなく、市民議論から出てくるものである。大構えと受けとられ

るかもしれないが、基礎から学習して政策というところまで、踏み込んで考えを進めていける

気構えが必要である。 
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・委員と分館長とのやり取りを聴いていると、真剣に議論して考えている。とても良いことだ。 
○科学の本とあそぶ講座（2ページ） 
・実験だけでなく、本を読もうということで、上手な組み合わせである。 
 ・申込期間が短いのでは。 
  →「だより」は前月末日には配布されていて、周知に問題ない。早くとも2日から全館受付して

いる。 
○青少年文化講座（6ページ） 
 ・生演奏はなかなか聴く機会が無いので良い企画である。 
○身近な材料から実験をしよう（7ページ） 
○夏休み親子・子ども創作講座（8ページ） 
・講座名はズバリが分かりやすい。（例えば、創作講座⇒手作り、 身近な材料⇒ペーパーグライ

ダー） 
  →講座名は担当者と協議する。 
・夏休み期間中に子供向けで、自由研究に適したものでよい。 
○フードコーディネーターによる 料理＆食材レッスン 夏の食材編（20ページ） 
・「食育」推進で継続してやってほしい。 
・子供向け講座を一覧にまとめたものを作成し配布したらいい。 
・学校へのチラシ配布は効果が無いのでは。 
・各学校で相違があるが、学校でチラシを置く目安として、有料か無料か。公的機関で実施か。 
・学校と調整して、児童・生徒一人々手渡しを依頼したほうが良い。 
○エコ講座「布ぞうり作り」（18ページ） 
・子供向けではないのか。 
→親子での参加は可能。世代間交流ということ。 

○外国人のための「生活に役に立つ日本語講座」（11ページ） 
 ・仲間作りに力を入れてほしい。 
  →受講生の仲間作りから地域で活動していると聞いている。 
○女性のためのエッセイ講座「人生のひとこまを書き残しませんか」（13ページ） 
・サークル移行があったのか。 
  →今後、話し合いをもちサークル化へ。 
○ムービールーム柳沢（9ページ） 
・幅広い世代間の交流という意味で、今後もロビーの使い方を工夫してもらいたい。 
・今後の方向性で、予算の関係もあり来年度は今年ほどの上映回数を確保できないかもとあるが。 
  →担当者の努力で、23年度も同数上映出来そうである。 
・新しいものはないのか。ふれあいセンターでも上映していて、参加者数は柳沢公と同程度であ

る。 
  →予算はかけていない。 
○地方財政分析の学校 財政分析のマイスターをめざして（12ページ） 
・「公民館への意見」で講座をビデオ録画していただいたとあるが。どのように。 
  →次回までに、担当者に確認しておく。 
○こども音楽講座 親子で愉しくリトミック！（15ページ） 
・子育て世代の「仲間作り」というフレーズがあればよかった。 
6.事務連絡及び情報交換 
・新委員へ。「債権者セットアップ用紙」へ記入の上、大至急提出を願う。 
 ・公運審コラムの順番は7月号（須磨田）、8月号（千葉）以降は、6月1日編集会議で決める。 
 
7.次回の日程について 
    6月22日（水曜日） 18時30分  於:田無公民館 第二学習室 
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